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    小倉豊文様
　　　
侍史
尚過日送上候抄書の奥に書きしハ抄書のまゝ森氏の写したるものに候☆〔以下同封清六 簡〕重ねての御懇 深謝申上てゐます。本日は立派な御影像をわざわざお贈り下され、皆で大喜びを致し居ります。厚く御礼 ます。写真いろいろお送り申上度く存居りますが、時間も 紙も、
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甚恐ルベシト云 レシヿモ厭離穢土感ニ徹底セラレシヿモ深キ自覚ノ現ハレト存候降リカゝル火ノ子ハ払ハネバナラヌヿ 申ス迠モナク差掛リ百年戦ノ覚悟モ勿論必要ニ ヘド 一面ニ 鬼ヲ仏ニスル働ラキモ寸時モ怠ラレヌ応務ト存候
　
昨日モ長ク繋争ト





















































































      昭和拾九年八月廿四日
時局緊迫も上り坂の一途を〔辿〕 ［トにしんにゅう、 を書く〕り候折柄御身辺も定めて御多忙被奉存上候敵機も中国辺までも来る事ある様子なれバ数十分の距離にある処ハ尚更不安之御事ニ候此処ハ随分六ヶ敷段階ニ差掛り候事ニ候ヘバ国民全体が大禊の心持にて大死一番の決心さへ付けば案外非常時も気楽















































たる貴台の御経験ハ尊くもあり御反省 深きハ感に堪へざる処に候思ふに千古の鉄則ハ変りなき次第なれバ生者ハ必滅盛者ハ必衰物も心も遂に頼まれぬものと れバ彼等の燃へ盛りも時間の問題 て大抵彼等の選挙前が極盛期と彼存候
　
其内
党派心や自由や我儘心 烈しき国民が自国自分の直接脅威も受けぬ戦争にいつ迠窮屈を忍び犠牲を払ふやハ言ハずと知れた山の見へて居る事なれバ此処国民忍苦辛抱一番 時代と被存候先ハ比較的敵襲〔ま〕 〔 「き」と誤記〕近き処に御見舞申上度心得にて書き初めながら思はず長く相成候未だ残暑も厳しく健康にも一層注意せねバならぬ折柄殊更御用心等一々願上候此地方御庇様にて水害に見舞はれし以外の処ハ米ハ平年位に被存畑物ハ少し劣りし位に候併し段々疎開の人達も入り来て窮屈と る事ハ一応覚悟せねバならぬ処と存居候
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ると無きとを問はず此 大乗相応地の御恩を受けて居る国民なれバこそ平素ハ大〔？〕九〔？〕兵〔？〕と 盗跖の外考へな ものも愈々の時本統の面目を発揮する事ハ有り難き事に候
　
左りながら平素のだらしなさハ何たる事














































らずそれを推進せしむ 科 等の力も必要 する事と存候　
殊に今の状態を押し進めて考へる時過去にありし平和時






台の少年が段々戦場 出て来 様になり年頃となりても美服一つ纏ひ得ぬ少女を見る時気の毒さに暗然たるものは老人斗りにもあらぬか 存候前途まで想像して余り悲観に偏した事を考へる様でありますが仏語ハ外れぬが常則 事とて明治頃 にハ遠く















































































































































































我国ノ苦労モ死活ノ危機ニ臨ムモ モアルヿ ルベキ コ




















































































































































神が法律と云ふものに保護せられたり心を乱す が芸術と云はれたり生命を蝕むものが衛生と云ふ でありたり仁術と云はれる医術が尤も残忍な金儲けの道具に り を代表すべき弁護士や代言人と云ふものが尤も悪質の飯食ひ種となりたり数へ上げれバ上から下まで笑止千万の事斗誠の、千中無一ハ愚か万中一二と 様になれバノア洪水も地球の爆発も仮令ありても怪しむべき事でハない様





















































































ペン、清六筆。なお、表書き「書留」 赤鉛筆書き、同じく四角で囲んである。表に書留受け付け番号スタンプ印あり。 裏日付の上に鉛筆で 「




















令経百劫所作業不滅と聞かされ候ヘバ何れハ今生にて懺悔の思いひ切なる程業報軽受の御恵みもある事ならんと存候いよ〳〵御国の事情も緊迫の一途ながら御当面之如くまだ〳〵徹せぬ人々多き事 れバ一様に痛切 時艱を感じ本来の気分を取り戻し候ハゞそこよ 窮通 道開け蘇生の道も生じ来るものと存せられ候
　
総てハ因果の所報と確信候ヘ












はれ生先善く健かに善く強くあらせ度く思ふ事ハ一般に常識ある親の心掛 がら （愚かなる例外山の如きハ嘆かはし）殊に善くする積り て悪くするものゝ ハ更に多々なる事又嘆はしき事なり
　
それに就き已に御心付の事ながら今の















り受け粉おろしにて篩ひそれに繋ぎの為め少量の（二割位か）小麦粉を入れ水に練り 延ば 少量の野菜刻みとを入れて延ばし油を引い 焼けバ善きお八ツの様になり（醤油少しにて味をつけ）大人の食料としても結構に出来上り候
　
御参考迠に


























        廿年三月十六日
拝啓、御芳書三拝九読。同感共鳴に不堪。如実に「明日ありと思ふ心のあだ桜」なる今日なれば、又々筆執り申候。失礼なる申分なれど、愚生の如き変屈学者 考へ候事は、大正時代の外道教育を受けたる（特に高等学校・大学）所謂知識階級の四十・五十の都会居住の人間には全く受入れられず、 （多少 例外は勿論あれど） 、所謂学歴なき（高等教育を意味す）地方 篤信篤学の六十・七十の老台の方々に却つて道交共鳴を得る次第。而も尊台の如き維摩の御化身とも、仰ぎ奉られ、近くば日夜道交 あたゝめたき思ひ切なるもの有之、度々筆とる次第、不悪 了承願上候。且又通信が便りなくなりし昨今、後日の為にもと存じ、今後は如斯、復写紙にとりて申上ることに相定め申候。この点も不悪御了承願上候。 御眼よろしからざ 由承り につき





わかりよろしきが一般、面白きものにて候。今月十日、山下将軍の陣中談に「従来の教育がよかつたならば、この戦争もこんなに長びかぬ……」とありしはまことに同感、かなしき同感にて候。将軍は家庭教育と申され候も、学校教育は更に悪かりしと愚存仕居候。御状の如く子供に対する真実の愛情なくなりし 家も学校も同じ一般と存候。 所詮、極楽の因縁純熟は地獄の底をついて浮上つた者ならねば不可解なれば、小生は内地戦場化の戦局切迫は少しも心配せず、 むしろ早きを歓迎する位、 （軍備の都合は別として） たゞ　
至尊の宸襟を悩し奉るは恐多き事ながら、これも国民の
蒔いた因果の種の成熟期、 ばらく御辛棒願はねばならずそこで戦の方は軍人さんに委せ、その後 来るものへの用意が小生の如き人間の天命と存じ、従来、数回 懇請を固辞し居たるも、今度 思ひ切つて三顧の礼に酬ひ 賢治さんの「これから 本当の勉強……」をなるべく広 因縁結ぶ方便ともな 事と存じ、母校大学 講座に戻る決意仕候。公表は四五月頃となるべきか。本日決意し内定いたし候まゝ不取敢御報申上候。実は賢治さんの如き生活 入らんと種々方策をたて候 、その天分とそ 因縁とな
には、鵜の真似する烏にしかなれず、それよりは学問・教育の頂上に座して、少しでも賢治さんの真精神を広く伝へるが本当の分別と結着いたし候次第。法華経の 「長者窮子」のたとへ 如く 今までの小生はヒネクレたる わがまゝの迷ひに彷徨せるもの みじみ感じ申候 お笑ひ下され度候。 「大学教授」の名に らはれし所業ならぬ事は 貴台には御了承願へることゝ存じ候。 「博士とり」の勉強間違つてもいたさず候間こ 点御安神願上候。呵々。豚児の死と愚妻の病につきて御懇切なる 言葉、難有奉謝候御蔭様にて多少 因果の理を知らしめられたる為に べし、逆縁却つて聖胎長養の機と信じ居候。 「極楽に先に行つてろこりや娘、お前死んだを無駄にやせぬぞよ」と粗末な手製引導をわたし候。呵々。しかし、健康 子を負つ実家の母の葬に行き、自ら病みて子 看病出来ず、そ を骨にして自ら病躯 却つて負はれて帰宅せる愚妻は、中々心の妄執去り難きらしく、無理なしと 察 候へども、やはり「女子と小人……」の感なくんばあらず、六千人の弟子が出来た八ヶ年の間、自分の妻 教育 できなかいうマホメツトのことも思はれ候次第にて しかし、教授先生の余暇の家政婦 （夫？） 看護婦 （夫？） 兼業一ヶ月半どうやら馴れて一人前になりしよと得意にな たが凡夫あやまり、 三児にシラミをわかせてしまつたのには困入候。
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なればかゝる仕事も無反省 なすもの 候べし。何 ても当局の中枢が大正時代の教育の産物なることが禍の根本と
存じ候。これでは「八紘一宇」の精神が西洋人は勿論東洋人にもわからぬが必然。摂受に裏づけられし折伏の剣がこの大東亜の聖戦なること、可哀そうなる故にこそ振ふ破邪開悟の剣なることがわかつた日本人いかほど有之候ぞ。戦と共に日本 の本当の教育をやつて行かねばならぬ日本の現実は中々 事業にて候。 書きゆけば限りも く候まゝ、この辺にて擱筆仕るべく候。先般御ゆるしを得たる賢治様の摂折御文の件、 以上の如き現代 ば益々必要に候まゝ、先考三周忌・とし子成仏の記念 是非出版させてもらふべく、百方努力せるも、印刷は絶対不可能に相成り候 せめて謄写版にてと只今工夫 本文を及ばずながら、校合仕るべく大蔵経や御遺文と比較校正いたし居 お蔭にて不勉強なる自分に益するところ少なからず候。御心配かけ候愚妻の病気も、 はねたり起き りとなり、元来気の問題に候まゝ、一陽来復の陽春と共によろし が如く候、御安心願上候。来る廿一日 彼岸の中 にはその床上と、とし子の満中陰、当地で最後の賢治さんの会と一石三鳥に、御恵贈 物資 お萩をつくつて供養する筈、子供らは指折りかぞへてよろこび居候。 重ね 礼申上候。清六様に何卒よろしく願上候。乍末筆、御老体御大事に祈上候
　
敬具
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